
技
能
労
働
者
の
安
全
・
健
康
確
保
へ

専
門
家
会
議
が
基
本
計
画
案

水
道
耐
震
化
を
計
画
的
に
推
進

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
素
案

防
災
・
減
災

懇
談

会
国
土
交
通
省
と
厚
生
労
働
省
は
五
月
十
五
日
、
東
京
・
港
区
の
三
田
共
用
会
議
所
で
第
二
回
「
建
設
工
事
従
事

者
安
全
健
康
確
保
推
進
専
門
家
会
議
」
（
委
員
長
・
蟹
澤
宏
剛
芝
浦
工
業
大
学
建
築
学
部
建
築
学
科
教
授
）
を
開

き
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
結
果
を
踏
ま
え
て
建
設
工
事
従
事
者
の
安
全
・
健
康
の
確
保
に
向
け
た
基
本

計
画
案
を
ま
と
め
た
。
適
正
な
請
負
代
金
・
工
期
の
設
定
に
努
め
る
と
と
も
に
、
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善
・
地

位
向
上
を
図
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。
五
月
下
旬
を
め
ど
に
閣
議
決
定
す
る
予
定
だ
。

同
専
門
家
会
議
は
建
設
・

医
療
関
係
の
有
識
者
で
構
成

さ
れ
、
建
設
業
界
か
ら
一
般

社
団
法
人
建
設
産
業
専
門
団

体
連
合
会
な
ど
が
参
加
し
て

い
る
。
四
月
二
十
一
日
か
ら

五
月
八
日
ま
で
基
本
計
画
の

骨
子
案
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
全

国
か
ら
百
九
十
三
通
の
意
見

が
提
出
さ
れ
た
。

当
日
の
会
合
で
は
蟹
澤
委

員
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
専
門
家
会
議
の
目
的
は

建
設
産
業
へ
の
若
年
入
職
者

が
他
の
産
業
に
比
べ
て
減
少

し
て
い
る
現
状
を
見
据
え
、

持
続
可
能
な
担
い
手
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
基
盤
を
整
え
る

こ
と
に
あ
る
。
皆
さ
ま
か
ら

貴
重
な
ご
意
見
を
賜
り
た

い
」
と
述
べ
、
活
発
な
論
議

を
促
し
た
。

基
本
計
画
案
に
よ
る
と
、

技
能
労
働
者
の
賃
金
は
上
昇

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
他
の

産
業
よ
り
依
然
と
し
て
低
い

水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
週
休
二
日
制
の
導
入
が

十
分
で
は
な
く
総
労
働
時
間

が
長
い
の
が
実
情
だ
。
こ
の

た
め
処
遇
の
改
善
や
技
能
・

技
術
の
振
興
を
含
め
た
地
位

の
向
上
を
図
り
つ
つ
中
長
期

的
な
担
い
手
を
確
保
・
育
成

す
る
こ
と
が
急
務
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

政
府
が
総
合
的
・
計
画
的

に
取
り
組
む
べ
き
施
策
で
は

請
負
契
約
に
お
け
る
経
費
の

適
切
・
明
確
な
積
算
や
安
全

・
健
康
に
配
慮
し
た
工
期
の

設
定
を
心
が
け
る
。
こ
れ
に

伴
い
責
任
体
制
の
明
確
化
、

業
者
間
の
連
携
、
一
人
親
方

に
対
す
る
労
災
保
険
特
別
加

入
制
度
へ
の
加
入
徹
底
、
現

場
の
安
全
性
の
自
主
的
な
点

検
、
省
力
化
・
生
産
性
向
上

に
配
慮
し
た
工
法
や
資
機
材

の
開
発
・
普
及
、
安
全
衛
生

教
育
・
意
識
の
啓
発
な
ど
を

進
め
て
い
く
。

技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善

・
地
位
向
上
を
図
る
具
体
的

な
取
り
組
み
で
は
法
定
福
利

費
の
確
保
や
社
会
保
険
へ
の

加
入
徹
底
、
資
格
・
就
業
実

績
な
ど
を
蓄
積
す
る
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の

活
用
な
ど
を
促
進
す
る
。
働

き
方
改
革
で
は
長
時
間
労
働

の
是
正
や
週
休
二
日
制
の
導

入
に
加
え
、
公
共
工
事
設
計

労
務
単
価
の
民
間
へ
の
準
用

な
ど
で
適
切
な
賃
金
水
準
を

確
保
す
る
。

一
方
、
墜
落
・
転
落
災
害

の
防
止
対
策
で
は
労
働
安
全

衛
生
関
係
法
令
の
遵
守
徹
底

を
行
う
。
二
〇
二
〇
年
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
東
京
大
会
に
向
け
た
施
設

工
事
は
快
適
で
安
全
な
建
設

工
事
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
位

置
づ
け
、
先
進
的
な
取
り
組

み
を
推
進
す
る
。

第
三
十
三
回
「
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
（
防
災

・
減
災
）懇
談
会
」（
座
長
・
藤

井
聡
内
閣
官
房
参
与
・
京
都

大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

教
授
）
が
五
月
十
九
日
、
東

京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁

舎
四
号
館
で
開
か
れ
、
新
た

に
国
土
強
靭
化
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
２
０
１
７
の
素
案
を

打
ち
出
し
た
。
重
点
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
住
宅
や
防
災

拠
点
と
な
る
建
築
物
に
対
す

る
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も

に
、
水
道
施
設
の
耐
震
化
を

計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
。

同
懇
談
会
は
国
土
強
靭
化

担
当
大
臣
の
諮
問
機
関
と
し

て
設
置
。
大
規
模
災
害
に
よ

る
最
悪
の
事
態
を
回
避
す
る

た
め
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推

進
計
画
と
主
要
施
策
を
検
討

し
て
い
る
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０

１
７
で
は
国
土
強
靭
化
基
本

計
画
の
見
直
し
に
向
け
た
取

り
組
み
を
本
格
化
す
る
。
熊

本
地
震
な
ど
新
た
に
発
生
し

た
大
規
模
災
害
を
踏
ま
え
、

施
策
点
検
の
仕
組
み
を
追
加

し
、
重
要
業
績
指
標
（
Ｋ
Ｐ

Ｉ
）
の
見
直
し
や
統
合
進
捗

指
数
（
Ｉ
Ｐ
Ｉ
）
の
試
行
的

運
用
を
行
う
。
ま
た
各
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
層
の
充
実
・
改

善
へ
民
間
の
主
体
的
な
取
り

組
み
や
地
方
創
生
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
の
促
進
、
地
域

計
画
の
策
定
・
支
援
、
重
点

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
工
程
表
作

成
に
よ
る
施
策
の
可
視
化
、

「
世
界
津
波
の
日
」
に
関
す

る
広
報
・
普
及
啓
発
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
東
京
大
会
に
向
け
た
対
策

強
化
な
ど
に
努
め
て
い
く
。

重
点
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は

住
宅
や
防
災
拠
点
と
な
る
地

方
公
共
団
体
の
庁
舎
、
学

校
、
医
療
施
設
な
ど
の
耐
震

化
に
力
を
入
れ
る
。
水
道
の

基
幹
管
路
な
ど
の
耐
震
化
で

は
耐
震
化
計
画
等
策
定
指
針

の
周
知
徹
底
を
図
り
、
耐
震

化
が
遅
れ
て
い
る
水
道
事
業

者
な
ど
の
個
別
分
析
に
よ
る

改
善
策
を
検
討
す
る
。
台
風

な
ど
に
よ
る
水
害
対
策
で
は

「
水
防
災
意
識
社
会
再
構
築

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
く
取
り

組
み
の
中
小
河
川
へ
の
拡
大

を
加
速
化
す
る
方
針
だ
。

三田共用会議所で活発な意見交換

蟹澤委員長

国土強靭化へ重点事業検討
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